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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月26日(2018.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技を行なう遊技機であって、
　楽曲を出力する制御が可能な楽曲制御手段と、
　遊技者の動作を検出する動作検出手段と、
　前記動作検出手段の検出結果に基づいて複数種類の楽曲のうちから一の楽曲を選択する
楽曲選択手段とを備え、
　前記楽曲制御手段は、
　　前記楽曲選択手段によって選択された楽曲を、第１状態および前記第１状態と異なる
第２状態において出力し、前記第１状態と前記第２状態とで前記選択された楽曲を異なる
出力態様で出力し、
　　前記楽曲選択手段によって一の楽曲が選択されていないときに複数種類の楽曲のうち
のいずれかの楽曲を出力可能である、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（Ａ）　所定の遊技を行なう遊技機であって、
　楽曲を出力する制御が可能な楽曲制御手段と、
　遊技者の動作を検出する動作検出手段と、
　前記動作検出手段の検出結果に基づいて複数種類の楽曲のうちから一の楽曲を選択する
楽曲選択手段とを備え、
　前記楽曲制御手段は、
　　前記楽曲選択手段によって選択された楽曲を、第１状態および前記第１状態と異なる
第２状態において出力し、前記第１状態と前記第２状態とで前記選択された楽曲を異なる
出力態様で出力し、
　　前記楽曲選択手段によって一の楽曲が選択されていないときに複数種類の楽曲のうち
のいずれかの楽曲を出力可能である。
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　（１）　所定の遊技を行なう遊技機（たとえば、パチンコ遊技機１、スロットマシン）
であって、
　楽曲を出力する制御が可能な楽曲制御手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００）と、
　遊技者の動作を検出する動作検出手段（たとえば、チャンスボタン１２０、トリガボタ
ン１２１、スティックコントローラ１２２）と、
　前記動作検出手段の検出結果に基づいて複数種類の楽曲のうちから一の楽曲を選択する
楽曲選択手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００、図３１のステップＳ
２９０３，ステップＳ２９０８、図３６のステップＳ３２０３，ステップＳ３２１０）と
を備え、
　前記楽曲制御手段は、前記楽曲選択手段によって選択された楽曲を、通常状態（たとえ
ば、大当り状態中以外。これに限定されず、低確状態中などの他の不利状態であってもよ
いし、高ベース状態において比較的短い変動パターンが選ばれる期間であってもよい。）
および前記通常状態よりも遊技者にとって有利な有利状態（たとえば、大当り状態中。こ
れに限定されず、高確状態中などの他の有利状態であってもよいし、高ベース状態におい
て比較的長い変動パターンが選ばれる期間であってもよい。）において出力し、前記通常
状態と前記有利状態とで前記選択された楽曲を異なる出力態様（たとえば、メロディは同
じで、音量が異なる態様で出力態様。これに限定されず、テンポ、音質、編曲が異なる出
力態様であってもよい。）で出力する（たとえば、図２８のステップＳ８７３、図４２の
ステップＳ８９３）。
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